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21 植物新品種のグローバルな保護・活⽤の環境整備⽀援事業

〈対策のポイント〉
我が国の輸出・知財戦略上重要な国において、国際的に調和した植物品種保護制度の整備⽀援や植物新品種と育成者権を活⽤した優良事例の収集と
分析を⾏うことにより、植物新品種保護国際同盟（UPOV）への加盟促進や品種保護制度の強化に向けた取組を⾏います。

〈事業⽬標〉
〇今後、５か国以上がUPOVに加盟[令和10年度まで]
〇保護品種のライセンス⽣産により、⽣産者の経営安定・収益向上に効果がある事例分析を３件以上実施[令和10年度まで]

＜事業の流れ＞
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１ 国際調和した植物品種保護制度の整備⽀援
UPOV事務局によるアジア諸国等のUPOV加盟促進と品種保護制度の充実に
向けた取組を⽀援します。
①新品種の開発と普及促進におけるUPOV制度の役割と便益の周知・啓発
②UPOV条約に則した法整備⽀援
③UPOV e-PVPのデジタルツール活⽤や審査協⼒に向けた取組を推進

２ 植物新品種と育成者権を活⽤した優良事例の収集・分析等
UPOV事務局による海外ライセンスの成功事例などの調査や各国の品種保

護制度の強化に向けた取組を⽀援します。
①植物新品種と育成者権を活⽤した優良事例の収集と分析
②持続可能な農業に資する新品種の導⼊等に向けた制度整備⽀援

[お問い合わせ先] 輸出・国際局新興地域グループ （03-3502-5913）
輸出・国際局知的財産課 （03-6738-6444）

 アジア諸国をはじめ、途上国では、国際⽔準の品種保護制度が整備されていない国が
多く、我が国の優良品種の無断栽培を防⽌できない。

 海外ライセンス⽣産等、品種の保護・活⽤をグローバルに進めていく必要。

国際的な品種保護の課題

１．国際調和した植物品種保護制度の整備⽀援
アジア諸国等のUPOV加盟に向けた取組を促進
・UPOV制度の役割・便益の周知啓発
・法制度や審査実施体制の整備
・UPOV e-PVP活⽤や審査協⼒の取組推進

事業内容

育成者権者

ライセンス

許諾⽣産者ロイヤルティ

優良品種導⼊による収量・所得向上、現地
農業⽣産の発展

２．①植物新品種と育成者権者を活⽤
した優良事例の収集と分析
優良品種のライセンス⽣産による農家の所
得向上等の事例の調査・分析・横展開

２．②持続可能な農業に資する新品種の
導⼊に向けた制度整備⽀援
気候変動への耐性や環境負荷の低減と
いった特性を持つ、⾷料安全保障、持続可
能な農業に資する品種の導⼊等に必要と
なる、品種保護制度の整備や審査協⼒に
向けた取組を⽀援

海外ライセンス⽣産に必要な国際⽔準の品種保護環境をグローバルに整備

【令和７年度予算概算決定額 80（33）百万円】


